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背景
•一般的にテストの妥当性を測るためには，カバレッジ
が用いられる 
•しかし，カバレッジとテストスイートの質との関係は
明らかになっていない
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先行研究
•Gopinathら，Inozemtsevaらはコードカバレッジと
テストスイートのバグ検出能力との相関を調査してい
る 
- Randoop（テストコードを自動生成するツール）を用い
てコードカバレッジを操作している
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先行研究では，ミュータントバグをプロダクトコードに埋
め込むことで，測定しているため実際の不具合とは異なる

可能性がある



目的
•実際のバグを用いて，テストスイートの質（どの程度
バグを検知できるか）とカバレッジとの相関を測定す
る
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リサーチクエスチョン
RQ1テストスイートのサイズはテストの質と相関がある

か？ 
RQ2テストスイートのカバレッジはテストの質
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前提知識
• Randoop 
- Java用のテストJunit形式で自動生成するツール 
- フィードバック指向ランダムテスト生成 

•カバレッジ（テストの網羅率） 
- ステートメントカバレッジ 

‣ プログラムの命令文を一回はテストする 

- ブランチカバレッジ 
‣ プログラムの可能なすべての分岐を一回はテストする
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対象プロジェクト
•HTTPClient 
- Javaライブラリ 
- クライアント側のHTTPサービスを構築する 

• Rhino 
- JavascriptをJavaで実装しているオープンソースプロジェ
クト
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アプローチ概要
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テストサイズとテストカバレッジの調節
• Rndoopを用いて，Junitのテストを生成する 
•テストスイートのサイズとカバレッジを調整し，バグ
の検出数との相関を測る
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結果：RQ１

•弱い相関がある
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RQ1テストスイートのサイズはテストの質と相関があるか？



結果：RQ２

•強い相関がある
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RQ2テストスイートのカバレッジはテストの質



まとめ
•テストスイートのサイズは，テストスイートの有効性
と弱い相関がある 
•コードカバレッジは，テストスイートの有効に適度ま
たは強く相関がある
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